
書

評

時
枝
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記
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著
「
日

本

文

法
文畳間
篇
」

書評「日本文法文語篇」

本
警
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
附
で
岩

波
金
書
の
一
つ(
ヰ八
一寸)

と
し
て
刊
行
さ
れ
た 。
書

名
は
表
紙
と
カ
パ
l

に
「
日

本
文
法
文
語
篇」
と

あ
P 、

内
題
に
は
更
に
「
l

上
代・
中
古
l」

の

副
題
が
つ
い
て
ゐ
る 。
中
に
白
地 、
上
下
に
赤
茶

地
を
横
に
し
た
カ
パ
1
K
包
ま
れ 、
黄
土
色
ク
ロ

ー
ス
装
の
表
紙
を
持
っ
た 、
横一
一
・

七
セ
ジ

チ 、
縦一
七・
三
セ
ジ
チ 、
厚
さ
ニ
・

二
セ
ン
チ

(
押
印
一認の)
の
書
物
で
あ
る 。
は
し
が
き一一
ペ
ー

ジ 、
目
次
六ペ 、
本
文
三
六
六ペ 、
注
意
す
ペ
き

動
詞
活
用
例
ニ
ニ
ペ 、
索
引
八
A 、
す
べ
て
縦
組

み
で 、
本
文
は一
べ
一
六
行 、
一
行
四
O
字 、
本

文
註
は一
ペ
一
九
行 、
一
行
四
ニ
字 、
印
刷
鮮
明

で
あ
る 。
と
の
手
ど
る
の
形
を
持
つ 、
既
に
見
な

れ
た
態
霊園
の
一
つ
で
あ
る
ζ
と
は 、

本
書
の
普
及

に
役
立
つ
と
と
と
思
は
れ
る 。
定
価
は=一
O
O
円

で
あ
る 。
と
と
も
に 、
そ
の
半
面 、
小
型
本
の
気

易
さ
の
た
必
組
し
易
さ
う
な
感
じ
を
持
っ
た
ら 、

石

坂

蔵

正

誤
P
で
あ
る 。
ζ
の
警
は
全
体
に
親
切
で
あ
る

が ‘
決
し
て
易
し
く
は
な
い 。

本
文
の
組
織
は
次
の
通
P

で
あ
る 。

第一
章

総
論
(
す
べ
て一
九ペ
〉

一

「
日

本
文
法
文
語
篇」
の
目
的

二

口
語・
文
語
及
び
口

語
法・
文
語
法

三

文
語
法
の
研
究
史
と

文
語
の
系
譜

四

文
詩
文
法
に
お
け
る

語
の
認
定

第
二
章
缶四
論
(
二
五
五ペ
)

一

詞
(
六
五
ペ
)

(一
U
体
言
及
び
体
言
相
当
格
(
イ
|

り
の
九
項
に
分
れ
る0)

つ一〉
用
言
及
び
用
言
相
当
格
(
イ
i

へ
の
六
項。)

(
三)
接
頭
語
と

接
尾
語
ハ
ィ 、
ロ
)

(
四)
敬
語
(
ィ 、
ロ
)

二

辞
(一
八一
ペ
)

(一
)
助
動
詞
ハ
イ
|ニ

い)

(
ニ)
助
詞
(
イ
l=

)

第
三
章

文
論
ハ
七
ニ
ベ)

一

国
語
に
お
け
る
用
言
の
無
主
格
性

二

交
の
構
造
((一
)
l(

五))

三

文
に
お
け
る
格
((一
〉
|ハ

五)〉

四

活
用
形
の
用
法
((一
)
l(

七))

第
四
意

文
章
論
(
二
八
ベ
)

一

文
章
論
の
課
題

ニ

連
歌
俳
諸
に
お
け
る
附
句
に
よ
る
文

章
の
展
開

三

散
文
中
に
お
け
る
韻
文
の
意
義
と
機

UP】ムRM
四

文
章
に
お
け
る
冒
頭
文
の
意
義
と
そ

の
展
開

六

感
動
詞
の
文
章
に
お
け
る
意
義

右
の
宇
う
な
組
織 、
そ
し
て
記
述
は 、
次
の
と

と
か
ら

規
定
さ
れ
る 。

川 、
言
語
過
程
説
ハ
に
立
ち 、)

問 、
「
日

本
文
法
口
語
篇」
(
と
の
関
係
に
お

い
て)

削 、
解
釈
文
法
的
性
格
(
を
持
ワ

た 、)

刷 、
文
語
文
法
(
の
書
で
あ
る 。〉

山
に
つ
い
て 。
「(
前
略〉
日

本
の
伝
統
的
国
語
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研
究
と .
明
治
以
後
の
新
し
い
国
語
研
究
と
の
問

に 、
配
当
す
る
乙
と
を
試
み』
た 。
(日
乱
ザ)

に
は 、
言
語
本
質
観
の
点
で 、
越
え
る
こ
と
の
出

だ
か
ら 、
「
文
語
篇」
だ
け
で
は
「
文
語
篇」

来
な
い
大
き
な
断
層
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

の
然
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
充
分
に
は
理
解
出
来

私
は 、
ョ
l
ロ
γ

パ
の
言
語
理
論
に
比
較
し
て 、

な
い 。
「
口
語
篤」
や
「
古
典
の
解
釈
文
法」
の

日
本
の
伝
統
的
な
言
語
理
論
に 、
科
学
的
優
越
性

「
文
法
理
論
の
部」 、
遡
つ
て
は
「
国
語
学
原
論」

を
認
必
る
と
こ
ろ
か
ら 、
明
治
以
後
の
多
〈
の
文

を
参
照
す
る
必
要
が
あ
ら
う 。
さ
う
し
て
は
じ
め

法
研
究
の
労
作
を
飛
び
越
え
て 、
江
戸
時
代
の
文

て
時
枝
文
法
の
展
開
の
さ
ま
を
見
る
こ
と
も
出
来

法
研
究
の
継
承
と
発
展
の
上
に 、
こ
の「
文
語
篇」

る
の
で
あ
る 。

を
記
述
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る 。
従
ワ
て 、
明

附
に
つ
い
て o
言
語
の
理
論
と
実
践
ハ
表
現
と

治
以
後
の
研
究
に
習
熟
し
た
多
〈
の
読
者
に
と
ヮ

理
解)
の
関
係
か
ら

次
の
宇
う
な
こ
と
が
言
は
れ

て
は 、

本
書
の
体
系
そ
の
も
の
が 、
奇
異
な
感
を

る 。
「
あ
る
意
味
に
お
い
て 、
そ
の
文
法
学
説
が 、

与へ
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
乙
と
を
懸
念
す
る
の
で

実
践
に
効
果
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ

て 、
そ
の
学

あ
る 。」(一
括ぷ.)

ζ
れ
に
は 、
「
そ
れ
ら
の
点
に
つ

説
の
当
否
が
判
定
出
来
る
と
も
云
ひ
得
る
の
で 、

い
て
は 、
『
日

本
文
法
口
誇
鰐』
総
論
第
三 、
四

すべ
て 、
言
語
の
学
問
的
体
系
は 、
言
語
の
実
践

項
に
解
説
し
た
の
で 、
本
書
で
は 、
と
れ
を
省
略

的
体
系
を 、
理
論
的
に
投
影
す
る
と
と
る
に
成
立

す
る
ζ
と
に
し
た 。」
の
文
が
続
い
て
居
p 、

凶
と

す
る
と 、

私
は
考
へ
て
ゐ
る 。
以
上
の
や
う
な
趣

関
係
を
持っ
て
く
る 。

旨
に
基
づ
い
て 、
乙
の
『
文
語
鰐』
の
記
述
は 、

聞
に
つ
い
て 。
「
本
書
は 、
前
著
『
日

本
文
法

そ
れ
が 、
古
典
の
読
解
に
役
立
ち
得
る
中
う
に
と

口
語
篇』
と
と
も
に 、
日

本
文
法
記
述
の一
環
を

い
ふ
こ
と
を 、
主
要
な
目
的
と
考へ
た 。
実
用
文

な
す
も
の
で
あ
る 。
従
ヮ

て 、
前
著
の
「
は
し
が

法
と
し
て
の
役
目
を 、
ζ
の
文
法
警
に
負
は
せ
る

き」
及
び
第一
章
の
総
論
は 、

本
警
に
も

適
用
さ

ζ
と
は 、
そ
の
成
否
は
別
と
し
て 、
私
の
終
始
念

れ
る
の
で
あ
る
が 、
重
複
を
避
け
て 、
ζ
こ
に
は

頭
に
置
い
た
と
と
で
あ
っ
た 。」
三
ペ)
ζ
の
と
と

繰
返
さ
な
か
っ
た 。」(刊
一芯)「『
文
語
篇』
は
理
論

か
ら 、

文
法
教
育
に
お
い
て
文
語
文
法
の
内
容 、

的
な
部
分
を 、
出
来
る
だ
け
前
鰐
に
譲
p 、
専

領
域 、
組
織
は 、
口
語
文
法
と
は
異
な
っ
た
も
の

ら 、
文
語
を 、
既
に
設
定
さ
れ
た
文
法
体
系
の
枠

怯昨い
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る 。
「
文
語

文
法
に
お
い
て
は 、
ハ
中
略)
更
に
重
要
な
こ
と

は 、
語
論
に
お
け
る
誇
の
性
質
上
の
相
違
宇 、
活

用
の
種
類
ゃ 、
接
続
上
の
法
則
で
あ
ヮ

て 、
と
れ

ら
の
と
と
は 、
口
語
文
法
で
は
比
較
的
軽
く 、

文

詩
文
法
に
お
い
て
は 、
特
に
強
調
し
て
教
授
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る 。」(ニペ)
従
っ

て 、
た
と
へ
ば 、
「
口
語
鰐」
で
六
九ペ
ー
ジ
が

当
て
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
「
辞」
は 、
本
舎

で
は一
八一
ペ
ー
ジ
(
敬
辞
は
「
詞」
の
中
の

「
敬
語」
の
所
で
説
か
れ
て
ゐ
る
か
ら 、
そ
れ
を

加へ
る
と
も
っ
と
多
く
な
る)
を
取
っ

て
ゐ
る 。

そ
の
代
P 、

「口
語
鰐」
で
は
「
辞」
を 、
ω
か

ら
帥
ま
で 、
総
説 、
接
続
詞 、
感
動
拐 、
助
動

詞 、
助
詞
と

項
立
て
し
て
説
明
し
て
あ
る
が 、
本

書
で
は
(一
)
助
動
調
ハニ〉
助
飼
に
限
ら
れ 、

接
続
詞
や
感
動
詞
は
第
四
章
文
章
論
で
扱
は
れ
て

ゐ
る
だ
け
で
あ
る 。
万
還
な
く

記
述
し
た
P

説
明

し
た
P

す
る
こ
と
は 、
本
書
の
期
す
る
所
で
は
な

い 。
「
古
典
の
読
解
と
い
ふ
実
践
的
用
途
に
応
ず

る
意
味
を
持っ
と
同
時
に」

、
文
詩
文
法
を
体
系

的
に
「
身
に
つ
け
て
置
く」
と
と
が
望
ま
し
い
教

師
の
「
基
礎
知
識
の
参
考
と
し
て
提
供」
し
よ
う

と
す
る

本
書
は 、
そ
の
成
立
過
程
に
お
い
て 、

「
国
語
学
原
論」
か
ら
流
れ
た
文
語
文
法
に
関
す

る
二
つ
の
系
流 、
即
ち
「
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
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書評「日本文法文語鰐」

本
文
法」
・

「
古
典
の
解
釈
文
法」
と ‘
「
中
等

国
文
法
別
記
文
語
鰐」
と
を
持つ
の
で
あ
る
が 、

結
局
ζ
の
教
育
的
解
釈
文
法
的
性
格
が 、
著
者
の

判
断
に
お
い
て 、
組
織
と

記
述
を
傾
向
づ
け
て
ゐ

る
の
で
あ
る 。

叫
に
つ
い
て 。
本
舎
は
文
語
の
文
法
で
あ
る

が 、
副
題
の一示
す
遜
p 、
そ
れ
は
大
体
上
古・
中

古
に
限
定
さ
れ
て 、
近
古・
近
世
の
丈
需
に
は
及

ん
で
ゐ
な
い 。
け
だ
し
今
日
の
研
究
段
階
か
ら
止

む
を
得
ぬ
所
で
あ
P 、
と
の
警
が
歴
史
的
文
法
の

記
述
を
目
的
と
し
な
い(
制斗
ザ)
の
も 、
そ
の
理
由

の
一
つ
は
そ
の
点
に
あ
る
か
の
如
き
印
象
を
与
へ

る
の
で
あ
る
が 、
根
本
的
に
は
次
の
申
う
な
文
語

概
念
に
よ
っ

て 、
文
語
法
は
「
国
語
史
的
観
点
と

は
別
に 、
現
代
の
言
語
生
活
に
お
け
る一
つ
の
特

殊
な
文
法
体
系
と
し
て
誘
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い」
ハ九
ご
の
で
あ
る 。

文
語
は
音
声一言
語
に

対
す
る

文
字
言
語
と
し
て
口

語
に
対
す
る
の
で
は

な
く 、

「
現
代
語
法
に
基
づ
く

すべ
て
の
表
現」

を
意
味
す
る
口

語
に
対
し 、
「
そ
れ
と
は
車内
な
ワ

た
文
法
体
系
に
基
づ
く

表
現」
を
言
ふ
の
で
あ
る

が 、
そ
の
文
語

l
文
語
法
と
は 、
今
日
の
言
語
生

活
の
中
で
口

語
|口

語
法
と

対
立
し
て 、
主
体
的

に
意
識
さ
れ
る

文
法
体
系
の
概
念
で
あ
っ

て 、
歴

史
的
な
事

事と
し
て
の
慨
念
で
は
な
い 。
(
殺

l)

だ
か
ら 、
時
に
「
上
代」
苗四 ・
3
「
奈
良
時
代」

(二三
0 ・
二
「
万
葉
時
代」
(二三一
ご
「
中
古」

(四
六
ご
「
平
安
時
代」
〔一
六六
ご
な
ど
国
語
史
的

な
注
意
が
払
は
れ
て
ゐ
て
も 、

本
警
の
記
述
を
規

定
し
て
ゐ
る
の
は 、
と
の
主
体
的
意
識
に
基
づ
〈

文
語

|
文
語
法
の
概
念
で
あ
る
ζ
と
は
言
ふ
ま
で

も
な
い 。

以
上
の
山
間
間
川聞
は
互
ひ
に 、
そ
し
て
全
体
と

し
て
関
連
を
持
ち 、
そ
と
に
と
そ
時
枝
文
法
の
強

み
が
あ
る
と
言
ふ
ζ
と
が
出
来
る 。

そ
れ
で
は

本
警
の
記
述
は 、
そ
の
規
定
の
中
で

充
分
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か 。

ω
語
論・
文
論
か
ら

文
章
論へ
の
文
法
領
域

の
拡
大
は 、
口

語
鰐
に
お
い
て
提
案
も
し
く
は
問

題
提
起
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
が 、
本
警
に
お
い

て
も
体
系
的
な
展
開
を一示
す
に
至
っ

て
ゐ
な
い 。

文
が
諮
の
累
積
だ
け
で
な
い
宇
う
に 、
文
章
は
単

に
文
の
集
会
に
終
ら
な
い 。
而
も
解
釈
は
結
局
文

章
の
解
釈
で
あ
る 。

文
体
論
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
し
た 、
文
法
的
な
文
章
研
究
の
確
立
が
望
ま
れ

る
の
で
あ
る 。

削
語
論
の
辞
の
う
ち 、
助
詞
の
各
項
に
関
す

る
説
明
が
不
揃
ひ
で
あ
る
の
は 、
惜
し
ま
れ
る

し 、
解
釈
の
上
か
ら
も
不
便
で
あ
る 。
た
と
え

ば 、
「
限
定
を
表
は
す
助
詞」
の
「
し・
し
も」

「
だ
に」
「
す
ら」
「
さ
へ
」
の
説
明
は
接
続
関

係
だ
け
で
あ
る 。
(
三一
トぷ

l)
「
ば
し」
は
見
え

な
い 。
「
感
動
を
表
は
す
助
詞」
の
「
ろ」
「
ゑ」

ら
は
「
奈
良
時
代
の
み」
と

括
弧
し
て 、
そ
れ
ぞ

れ
例
歌
が
挙
げ
て
あ
る
だ
け
で
あ
る 。
(二
六三
ご

「
絡
を
表
は
す
助
詞」
の
「
に」
「へ
」
の
異
同

も 、
説
明
不
足
が
感
ぜ
ら
れ
る 。
(ニ
4
白川)「ヲ」

「
な」
は
「
体
言
に
附
い
て
所
有
格
を
表
は
す 。」

と
あ
ヮ

て 、
「
天
つ
霧」
「
水
な
底」
等
そ
れ
ぞ

れ
三
例
を
挙
げ 、
出
典
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い 。

(ニ
∞一一一以)
叉
助
詞
相
互
の
接
続
関
係
も
説
明
し
て

ほ
し
い
と
と
ろ
で
あ
る 。
勿
論
紙
数
平
時
間
の
制

限
を
考へ
ね
ば
な
ら
な
い
し 、
と
れ
は
前
に
述べ

た
四
つ
の
規
定
者
と
は
意
味
を
異
に
す
る
量
的
規

定
者
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
べ
き
で
あ
る 。
む
し
ろ

「
古
典
解
釈
の
た
め
の
日

本
文
法」
で
は
そ
の
大

部
分
を
省
略
さ
れ
た
助
詞・
助
動
飼
が 、
「
古
典

の
解
釈
文
法」
を
経
て
本
警
に
至
ワ
た
充
実
過
程

を
思
ひ
見
るべ
き
で
あ
る 。

ω
語
論
の
詞
の
う
ち
代
名
詞
は
省
略
さ
れ
て

ゐ
る 。
会一五
ご
副
詞・
連
体
詞
の
扱
ひ
も

本
害

だ
け
で
は
抱
え
得
な
い 。
(
も
っ
と
も
「い
は
ゆ

る」
は
「
不
完
全
用
言」
と
し
て
説
明
が
あ
る 。

((三
回イ
ロ
そ
ζ
で
私
は
思
ふ
の
だ
が 、
「口
語
錦」
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と
の
関
係
が
あ
る
に
し
て
も 、
「
中
等
国
文
法
別

記
文
語
編」
の
第
二
章
品
詞
に
見
ら
れ
る
や
う
な

説
明
が
あ
っ

た
方
が
よ
い 。
勿
論
両
者
の
問
に

は 、
そ
の
対
象
た
る

文
語
文
法
の
概
念
に
相
違
が

あ
る
上 、
目
的
も
異
な
っ

て
ゐ
る
か
ら ‘
そ
の
点

は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る 。

同
註
は
相
当
に
詳
し
く 、

接
尾
語
「
み」
の

如
き
は
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
ゐ
る 。
し
か
し
中

に
は
註
の
形
式
を
と
ら
ず
に

本
文
の
中
に
入
れ
た

方
が 、
分
P

易
い
も
の
も
あ
る
や
う
で
あ
る 。

註

形
式
は

本
文
の
絞
述
を
補
足
し 、
或
は
他
面
か
ら

説
明
す
る
便
宜
は
あ
る
が 、
時
と
し
て
二
元
的
に

な
P
が
ち
な
危
険
性
を
持
っ
と
と
が
あ
る 。
た
と

へ
ば
辞
「
の」
に
つ
い
て 、
九
六ペ
本
文
と

一
O

Oべ
註
と

二
O一
ペ

本
文
と
の
問
に 、
矛
盾
す
る

も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る 。
さ
う
し
た
所
に
も
な

ほ
問
題
が
残
っ

て
ゐ
る 。

ωw
例
交
の
出
典
の一示
し
方
に
つ
い
て 、
教
育

的
解
釈
文
法
の
立
場
か
ら
い
っ

て
も 、
詳
し
〈

あ

る
ζ
と
が
望
ま
し
い 。
と
れ
も

本
の
大
き
さ
と
関

係
が
あ
る
ζ
と
と
思
は
れ
る
が 、
出
来
れ
ば
詳
し

い
の
に
越
し
た
と
と
は
な
い 。
例
文
中 、
万
葉
集

と
源
氏
物
語
が
多
い
が 、
前
者
に
は
国
歌
大
観
の

番
号
が e
後
者
に
は
巻
名
が 、
書
名
の
ほ
か
に

き
て
ゐ
る 。
前
者
は
な
ほ
巻
数
が
ほ
し
く 、

後
者

は
「
古
典
解
釈
の
た
め
の
日

本
文
法」
の
伊
う

に 、
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
出
所
を一示
さ
れ
る
と

使

利
だ
と
思
ふ 。
そ
の
他 、
枕
草
子・
古
今
集・
新

古
今
集
な
ど
に
つ
い
て
も 、
か
う
し
た
取
P

扱
ひ

が
あ
れ
ば
い
い 。
今
の
所 、
源
氏
物
語
か
ら
の
例

文
の
個
所
を
調べ
る
に
は 、
源
氏
物
語
の
索
引
に

よ
る
ほ
か
は
な
〈 、
と
れ
は
手
数
も
か
ふ
P 、

一

般
に
は
困
難
な
人
が
多
い 。
な
ほ
気
づ
い
た
所

で 、
「
竜
田
姫
の
錦
に
は 、
ま
た
叫
け
も
の
あ
ら

じ」
(
材紙、
)
を
「
形
容
詞
的
な
不
完
全
望日」
の

例
と
し
て
あ
る
(=一
四ペ)
の
は 、
何
か
の
思
ひ
違

び
で
あ
ら
う 。
ζ
れ
ら
は
巻
末
「
注
意
すべ
き
動

詞
活
用
例」
の
整
備
と
と
も
に 、
繍
訂
さ
るべ
き

点
で
あ
る 。

次
に

本笠宮
を
規
定
す
る
四
つ
の
規
定
者
の
間
に

問
題
は
な
い
で
あ
ら
う
か 。
と
れ
は 、
ょ
P

根
本

的
な
問
題
で
あ
る 。
私
は
次
の
二
つ
の
こ
と
を
考

へ
る 。ω

は 、
削
解
釈
文
法
と

川間
文
語
文
法
と
に
通
ず

る
国
語
史
的
契
機
の
問
題
で
あ
p 、

倒
は 、
山
言
語
過
程
説
と 、

間
「口
語
昨日制」
と

の
関
係 、
ζ
の
両
者
に
通
ず
る
文
法
の
時
間
的
契

機
の
問
題
で
あ
る 。

ω
の
問
題
は 、

本
書
の
書
名
「
日

本
文
法
文語

篇
l

上
代・
中
古
l」

に
お
け
る

本
題
と
副
題
と

の
関
係
の
問
題
で
あ
る 。
文
籍
法
の
概
念
は
前
記

の
如
〈

で
あ
る
が 、
「
上
代・
中
古」
の
概
念
は

本
舎に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
な
い 。
た
HA
水
無

期糊
三
吟
百
韻
を
例
と
し
た
説
明
の
後
に 、
「
連
歌

俳
諸
に
お
け
る
文
章
の
展
開
は 、
中
古
末
期
を 、

下
限
と
す
る

本
舎
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
は
あ

る
が
(
下
略)」
(三
四三 ・二
と
あ
る
の
と 、

本
書

に
例
文
と
し
て
引
か
れ
た
院
政
時
代
以
後
の
文
献

|
そ
れ
以
前
の
も
の
に
比
し
て
量
的
に
は
少
な
い

ー
に
よ
っ

て 、
大
体
南
北
朝
時
代
を
境
に
そ
れ
以

前
の
も
の
を
含
む
も
の
と
推
定
さ
れ
る 。
こ
れ
が

国
語
史
的
時
代
区
分
の
概
念
で
あ
る
こ
と
は 、

「
中
古
末
期
を
下
限
と
す
る」
と
い
ふ
言
葉
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る 。

と
の
主
体
的
意
識
に
基
づ
〈

文
語
法
と 、
国
語

史
的
な
上
代・
中
古
と
の
関
係
は 、
対
応
の
間関

係 、
即
ち
主
体
的
意
識
に
は
口
語
法
に
対
し
文
語

法
と
し
て
類
別
さ
れ
る
も
の
が 、
観
察
的
に
は
上

代・
中
古
|

近
古・
近
世
と
い
ふ
国
語
史
的
事
実

で
あ
る
も
の
と

対
応
す
る
関
係
が
考
へ
ら
れ
る

が 、
真
に
対
応
す
る
た
め
に
は 、
主
体
的
意
識
に

よ
る

文
語
法
概
念
が 、
国
語
史
的
事
実
に
対
応
す

る
構
造
を
持っ
て
ゐ
な
〈

て
は
な
ら
な
い 。
つ
ま

り
主
体
的
立
場
が
観
察
的
立
場
に
よ
っ

て
規
定
さ
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れ
る
薗
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
恩
ふ 。

文
法
の
記
述
は ‘
申
は
p

国
語
史
的
考
慮
の
下

に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か 。
現
代

の
言
語
生
活
に
お
い
て
特
殊
な
相場
合
の
ほ
か 、
文

語
は
既
に
警
か
れ
た
も
の
の
理
解
だ
け
で
あ
る 。

文
語
で
表
現
す
る
と
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い 。
従
っ

て
表
現・
理
解
の
二
一向
を
持
つ
口

語
と
馨
し
〈

異

な
っ

て
ゐ
る 。
我
LH
の
目
の
前
に
あ
る
も
の
は 、

源
氏
物
語
の
文
で
あ
り ‘

万
葉
集
の
歌
で
あ
っ

て

11
特
に
上
代・
中
古
と
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら

に
は

11』
文
語一
般
で
は
な
い 。
そ
れ
は ‘
あ
る

時
あ
る

人
に
よ
っ

て
警
か
れ
た
特
定
の
も
の
で
あ

る 。
だ
か
ら

文
法
が
解
釈
に
近
寄
れ
ば
近
寄
る
ほ

ど 、
即
ち
文
語
法
が
解
釈
文
法
的
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど 、
そ
ζ
に
歴
史
的
考
慮
が
払
は
れ
ね
ば
な
ら

な
い 。
国
語
史
的
観
点
と
は
別
に
文
語
法
が
考へ

ら
れ
る
こ
と
は
理
解
出
来
る
が 、
叉
さ
う
用
ゐ
ら

れ
で
も

来
た
が 、
実
際
上
文
語
の
文
法
は
次
第
に

古
文
の
文
法
と
な
り 、

記
述
の
体
裁
は
別
と
し

て 、
国
語
史
的
観
点
が
当
然
考
慮
さ
れ
て
来
る
も

の
と
恩
は
れ
る 。

闘
の
問
題
は 、
言
語
の
継
時
的
契
機
は
文
法、

殊
に
言
語
過
程
説
に
立
つ
文
法
に
お
い
て 、
考
慮

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
ふ
と
と
で
あ
る 。
言
語

が
時
間
的
に
の
み
表
は
れ
る
と
と
は
分
P

切
っ

た

と
と
で
あ
る
が 、
そ
れ
が
案
外
考
慮
さ
れ
て
ゐ
な

い
宇
う
で
あ
る 。

文
字
に
よ
っ

て
定
着
さ
れ
た
空

間
性
の
ま
ふ 、
と
も
す
れ
ば
同
時
的
存
在
の
如
く

扱
は
れ
る 。

語
順
や
接
続 、
文
脈
な
ど
も 、
時
間

的
と
い
ふ
よ
P 、
む
し
ろ
図
式
的
に
空
間
的
な
位

置
の
関
係
と
し
て
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る 。
桜
の
花

'
を
見
て
「
美
し
い
花
だ 。」
と
か 、
「
き
れ
い
な
花

だ 。」
と
か
言
ふ
の
は 、
一
度
に
そ
れ
だ
け
の
言
葉

が
出
る
の
で
は
な
い 。
「
美
し
い」
「
き
れ
い
な」

と
い
ふ
言
葉
が
発
せ
ら
れ
て
「
花」 、
次
に
「
だ」

が
続
〈 。

「
美
し
い」
「
き
れ
い
な」
は
当
然
次

に
体
言
的
な
も
の
が
来
る
ζ
と
を
予
期
し
た
形
で

あ
る
が 、
次
に
「
花」
と

言
ふ
か
「
桜」
と

言

ふ
か 、
或
は
「
も
の」
と一

般
化
し
て
言
ふ
か

は 、
最
初
か
ら
必
ず
し
も
定っ
て
ゐ
な
い 。
「
美

し
い」
中
「
き
れ
い
な」
の
意
味
す
る
も
の
は 、

そ
の
点
却っ
て
次
に
来
る
言
葉
に
よ
っ

て
限
定
さ

れ
る
と

言
は
ね
ば
な
ら
な
い 。
「
花
美
し
く

咲

〈 。」
と
い
ふ
文
で 、
「
美
し
〈」
は
「
咲
く」
の

修
飾
語
と

言
は
れ
る
が 、
そ
れ
は
「
花
咲
〈 。」
と

の
対
比
に
お
い
て
言
は
れ
る
の
で
あ
っ

て 、
「
花

美
し 。」
に
対
し
て
は ‘
「
咲
〈」
が
「
美
し
く」

を
限
定
す
る
と

見
ら
れ
る 。
後
に
来
る
言
葉
に
よ

る
限
定
と 、
前
の
言
葉
に
よ
る
規
定
(「
き
れ
い

な」
は
体
言
的
な
も
の
に
よ
っ

て 、
「
き
れ
い

に」
は
用
言
的
な
も
の
に
よ
っ

て 、
限
定
さ
れ
る

と
と
を
規
定
す
る)
と
が 、
い
づ
れ
も
時
間
的
に

展
開
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て 、
文
法
を
考へ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
ふ
の
で
あ
る 。

所
で 、
時
枝
博
士
の
文
法
説
は
言
語
過
程
説
に

立
っ
て
ゐ
る
か
ら 、
言
語
の
時
間
的
契
機
は
当

然
考
慮
さ
れ
て
ゐ
る
は
ず
で
あ
る
が 、
本
書
で

こ
の
点
が
は
っ
き
り

打
ち
出
さ
れ
て
ゐ
る
の
は 、

文
章
論
の
中
の
「
文
章
に
お
け
る
胃
頭
文
の
意

義
と
そ
の
展
開」
で
あ
る 。
冒
頭
文
の
意
義
が

過
大
視
さ
れ
て
ゐ
る
の
と 、
問
題
が
限
ら
れ
て
ゐ

る
う
ら
み
は
あ
る
が 、
「
文
章
の
全
体
的
把
握

は 、
冒
頭
よ
り
こ
れ
を
読
み
下
し
て
ゆ
〈 、

時
間

的 、
継
起
的
な
体
験
と
し
て
の
み
成
立
す
る o」

(三
四九ペ〉

「
文
章
は 、
た
とへ 、
そ
れ
が
俳
句
の

や
う
な
短
詩
形
の
場
合
に
お
い
て
も 、
そ
の
全
体

を
同
時
に
把
握
す
る
と
い
ふ
と
と
は
不
可
能
な
ζ

と
で
あ
る 。」(三
五0 ・3
な
ど
の
言
葉
は
正
し
〈

鋭

い 。
し
か
し ‘
俳
勾
に
お
い
て
時
間
性
を
認
め
る

な
ら 、

丈
に
お
い
て
も
時
間
性
を
顧
慮
すべ
き
で

は
な
い
か 。
修
飾
語
の
位
置 、
た
と
へ
ば
武
田
宗

俊
氏
が 、
源
氏
物
語
の
青
表
紙
本
と
河
内
本
と
の

本
文
比
絞(
hJ
献
糊
一鉱一
醐努」
)
に
お
い
て 、
取
P

上
げ
て
居
ら
れ
る
修
飾
語
の
位
置
の
相
達 、
(
例

宣
ひ
し
餅 、
忍
び
て
い
た
う
夜
更
か
し
て 、
も
て
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参
れ
po((青
空柄本)〉
l

宣
ひ
し
餅 、
い
た
〈

夜
更

か
し
て 、
骨
小
わ
も
て
参
れ
po
((河内本)〉
酬
4

峨一一)
な
ど
も 、
時
間
的
な
言
語
の
限
定
則
展
開
に

お
い
て
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い 。

更
に
語
論
に
お
い
て
は
如
何 。
「
日
を
だ
に
も

あ
ま
雲
近
〈

見
る
も
の
を
都へ
と
思
ふ
道
の
は
る

け
さ」(
持…)

を
「
限
定
を
表
は
す
助
詞」
の「
も」

が
客
語
と
な
る
体
言
に
附
〈

一
例
と
し
て
あ
る

が 、
そ
の
註
に 、
「『
日
を
だ
に
も』
の『
も』
は 、

直
接
に
は 、
助
詞
『
だ
に』
に
附
い
て
ゐ
る
が 、

と
の
場
合 、
『
を
だ
に
も』
と
い
ふ
複
合
助
詞

が 、
客
語
で
あ
る
体
言
『
日』
に
附
い
た
も
の
と

考
へ
る
べ
き
で
あ
る 。」(一一一
八
ご
と
説
明
さ
れ
て

ゐ
る 、
そ
の
複
合
助
問
の
考
へ
な
ど 、
言
語
過
程

説
か
ら
い
か
に
説
明
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か 、
と
の

点
問
題
を
感
ず
る
の
で
あ
る 。

な
ほ 、
本
警
の
仮
名
遣
は
「
口
誇
篇」
と
同
様

に
歴
史
的
仮
名
遣
で
あ
p 、
そ
の
理
由
は
「
は
し

が
き」
に
記
さ
れ
て
ゐ
る 。
と
の
と
と
に
関
聯
し

て
私
見
を
述べ
た
い
と
思
っ
た
が 、
予
定
の
枚
数

を
越
え
た
の
で 、
一
方
で
は
書
評つ
ひ
に
表
記
法

に
及
ぶ
の
も
却っ
て
著
者
の
意
に
副
ふ
も
の
と
思

ひ
な
が
ら
も 、
と
れ
を
省
略
す
る 。

数
K
の
批
判
や
修
正
意
見
が
行
は
れ
る
中
で 、

時
枝
文
法
が
い
よ

/\
充
実
発
展
す
る
ζ
と
を
期

待
し 、
且
つ
本
番
の
普
及
を
望
ん
で
止
ま
な
い 。
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